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補正予算の主なもの
第7回定例会（令和2年6月11日～6月19日）

一般・特別・企業会計で１１億２，４６８万３千円の
補正予算を可決

令和２年度

賛否の分かれた案件

新　緑 公明党
議員団

民主
クラブ

改革
フォーラム

日本共産党
市議団 会派市民 無所属

陳情第１号
最低賃金の改善と中小企業支
援策の拡充を求める要望意見
書提出に関する陳情

不採択 × × ○ × ○ × ×

陳情第2号 子どもの医療費助成の年齢拡
大を求める陳情 不採択 × × × × ○ × ○

各会派所属議員
（金澤俊議長は採決には加わりません）

矢嶋　　翼
板谷　良久
竹田　秀泰
木村　　司
金澤　　俊
宇多　春美
喜多　新二
山谷　芳則

神山哲太郎
大西　厚子
大野　正和
藤田　広美
池田　謙次

松尾　省勝
岩田　　薫
佐々木修司
橋本　智子
小山　征三

松井　雅宏
越川　慶一
首藤　孝治
牧田　俊之

小野寺幸恵
原　　啓司
冨岡　　隆

桜井　　忠
谷川　芳一

触沢　高秀

○：賛成、×：反対、△：会派で賛否が分かれた場合、−：採決に加わらなかった場合

　
第
７
回
定
例
会
は
６
月
11
日
か
ら
19

日
ま
で
の
９
日
間
の
会
期
で
、
報
告
15

件
、
議
案
28
件
、
諮
問
１
件
、
意
見
書

案
２
件
な
ど
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
に
先
立
ち
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
献
身
的

な
対
応
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
医
療
・

介
護
従
事
者
の
皆
さ
ま
や
、
全
て

の
市
民
の
皆
さ
ま
に
対
し
、
感
謝

と
激
励
の
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
一
般
質
問
に
登
壇

し
た
議
員
は
17
名
、
主
な
内
容
と

し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
関
連
事
項
に
つ
い
て
は
多

く
の
議
員
か
ら
現
状
や
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
質
問
や
議
論
が
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
他
に
、
教
育
行
政
、

福
祉
行
政
、
防
災
行
政
、
環
境
行

政
な
ど
に
つ
い
て
活
発
に
質
問
や

意
見
・
要
望
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
影
響
に
よ
り
、
本
市
の
経

済
お
よ
び
市
民
生
活
な
ら
び
に
財
政

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

市
・
事
業
者
・
市
民
が
一
丸
と
な
っ
て

こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
る
意
思
を
示
す

取
り
組
み
と
し
て
、
令
和
２
年
７
月
の

議
員
報
酬
月
額
を
減
額
す
る
た
め
の
条

例
の
一
部
改
正
を
議
員
提
案
と
し

て
提
出
、
ま
た
、
市
長
・
副
市

長
・
教
育
長
お
よ
び
常
勤
監
査
委

員
の
令
和
２
年
７
月
の
報
酬
月
額

を
減
額
す
る
た
め
の
条
例
の
一
部

改
正
が
提
出
さ
れ
、
ど
ち
ら
も
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
期
の
後
半
に
は
、
各
常
任
委

員
会
・
特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

※�

各
委
員
会
の
内
容
に
つ
き
ま
し

て
は
、
常
任
委
員
会
・
特
別
委

員
会
の
４
ペ
ー
ジ
・
５
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　第６回定例会で継続審査となっていた２つの陳情について賛否が分かれました。各会派の見
解は下記のとおりです。なお、議案については、全会一致で可決となりました。

コロナ禍で尽力されている全ての市民へ感謝と激励の拍手が送られる

国・道および関係機関に意見書を提出
① 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める要望意見書
② 中高年のひきこもりに対する実効性ある支援と対策を求める要望意見書




